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関東地区

地区	 守備	 名前	 チーム名	 年齢	 出身校	 身長	 体重	 投打	 評価
東京地区	 投手	 山岡泰輔	 東京ガス	 21	 瀬戸内	 172	 70	 右左	 ◎
悪いなりに試合をまとめる能力は 20歳とは思えない。勢いの中にしたたかさを隠し持つ		 	 	
西関東地区	 投手	 江口昌太	 JX-ENEOS	 22	 鹿児島工	 181	 80	 右右	 ○
22歳、田澤純一（レ）はフォークを物にして化けた。江口はどうか？　絶対的な勝負球を	 	 	
西関東地区	 投手	 谷岡竜平	 東芝	 20	 成立学園	 180	 80	 右右	 ○
東芝の救世主。関節は少し硬いが、140キロ後半とスライダー、フォークで大胆に攻める	 	 	
西関東地区	 投手	 松田浩幸	 三菱日立パワーシステムズ横浜	 23	 近畿大	 178	 74	 左左	 △
クロスファイアーが持ち味。大事な場面で懐に投げ込めるだけの精度を。対左対策も課題	 	 	
北関東地区	 捕手	 中園雄一郎	 日立製作所	 26	 専修大	 174	 78	 右右	 △
強肩だけでなく、捕ってからの早さは社会人屈指。静かなる盗塁阻止で流れを食い止める	 	 	
南関東地区	 一塁手	 石川賢太郎	 Honda　　	 24	 上武大	 177	 77	 右左	 △
振り出しよく、シャープなスイングが魅力。多幡雄一の後釜候補も守れないのがネック	 	 	 	
西関東地区	 一塁手	 柏木秀文	 JX-ENEOS	 27	 城西国際大	 178	 86	 右右	 △
狙い球をひたすら待ち続ける不気味さがいい。相手のベストボールに狙いを絞って強振	 	 	 	
西関東地区	 二塁手	 吉田潤	 東芝	 27	 岡山理科大付	 181	 83	 右右	 △
好機に一打だけでなく、膠着した場面ではソロを放ち試合動かす。試合の流れが読める男	 	 	
北関東地区	 三塁手	 岡崎啓介	 日立製作所	 27	 立教大	 173	 80	 右右	 ○
迷いのないフルスイング。「バットが届く範囲なら振る」心意気で、狙い球を仕留める	 	 	 	
西関東地区	 三塁手	 金子聖史	 東芝	 23	 九州共立大	 175	 75	 右右	 △
バットをベースに叩きつけ気合一声。気合が入りすぎ、バットを折ってしまうのは御愛嬌	 	 	
北関東地区	 遊撃手	 野中祐也	 日立製作所	 25	 国際武道大	 172	 75	 右左	 △
夏以降は打撃好調でトップバッターに返り咲く。大学時代の足だけの選手から脱却へ	 	 	 	
東京地区	 遊撃手	 福田周平	 NTT 東日本	 24	 明治大	 169	 69	 右左	 ○
大学時代からウェートアップし、大きな弧を描いて思い切り振り込めるスイングは別人	 	 	 	
東京地区	 遊撃手	 中山俊	 鷺宮製作所	 24	 東日本国際大	 177	 76	 右右	 △
守っている時の声がいい。いいタイミングで内容のある言葉を発し、守備のリズムを作る	 	 	
東京地区	 遊撃手　	 中山悠輝	 東京ガス	 21	 PL 学園	 184	 83	 右右	 ○
劣勢の 9回に突破口開く三塁打。延長で決勝弾。勝負どころで打つ星を持った大型遊撃手	 	 	
西関東地区	 遊撃手	 糸原健斗	 JX-ENEOS	 24	 明治大	 175	 76	 右左	 △
1試合で 2本左翼席に叩き込んだ高校時代の打棒をもう一度。そこそこで収まる器じゃない	 	 	
南関東地区	 左翼手	 三浦大和	 Honda　　	 25	 東京国際大	 185	 90	 右右	 △
俊足強肩、積極性が持ち味のアスリート。好球必打でチャンスに強く、ハングリー精神も	 	 	
東京地区	 左翼手	 柴山純平	 東京ガス	 23	 波佐見	 174	 75	 右左	 △
目立たないが、いつも打っている印象。コツコツとミートして、内角も腕をたたんで対応	 	 	
南関東地区	 中堅手	 内藤大樹	 JFE 東日本	 26	 青山学院大	 172	 70	 左左	 △
長距離砲でも 1、2番タイプでもないから過小評価されがちだが、走攻守すべてが高水準		 	 	
南関東地区	 中堅手	 手銭竜汰	 日本通運	 24	 九州共立大	 172	 72	 右両	 △
スピードと体の強さは間違いなくプロ級。最大値の大きさを安定した結果に置き換えたい	 	 	
西関東地区	 中堅手	 常道翔太	 三菱日立パワーシステムズ横浜	24	 東海大	 185	 90	 右右	 ○
観賞用っぽい見た目から、意外と実用的な走攻守。早いカウントから走れる思い切りよし	 	 	
東京地区	 右翼手	 本間諒	 セガサミー	 24	 立正大	 176	 88	 右左	 △
打席での立ち姿、内容ともにチーム一。大きく構えて、鋭いスイングで左右に打ち分ける	 	 	
東京地区	 右翼手	 小野田俊介	 東京ガス	 24	 早稲田大	 182	 80	 右右	 △
身体能力系の先輩・地引雄貴とはタイプの異なる長距離砲。ゆったりとした大物感がある	 	 	
西関東地区	 右翼手	 松本大希	 JX-ENEOS	 25	 慶應義塾大	 177	 82	 左左	 △
これまで全くのノーマーク。社会人で打力UPし、必ずといっていいほど長打をかっ飛ばす	 	 	
西関東地区	 右翼手	 園田崇人	 三菱日立パワーシステムズ横浜	24	 国際武道大	 173	 76	 右左	 △
打席の雰囲気がよく、左投手を苦にしない。長くボールを見て粘れるチャンスメーカー	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	
2017年ドラフト対象
東京地区	 投手	 田嶋大樹	 JR 東日本	 20	 佐野日大	 182	 75	 左左	 ○
高卒 1年目から堂々の即戦力。変則左腕の怖さはそのままに、大人の制球力がついてきた	 	 	
西関東地区	 投手	 善武士	 東芝	 20	 多良木	 178	 71	 右右	 △
谷岡竜平の 1年目よりもまとまりがある。左足が突っ張る悪癖解消すれば、2年目の飛躍も
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